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１. はじめに 

 近年，循環型社会の構築を目指し，天然資源の消費抑制に向けた技術開発が積極的に進められている．中で

も，多くの資材を必要とする建設分野においては，平成 13 年に制定された「再生資源の利用の促進に関する

法律(建設リサイクル法)」により，建設副産物の適正処理が義務づけられている． 

現在，道路舗装分野において維持・修繕工事に伴って発生する舗装発生材は年間約 2500 万 t 発生しており，

およそ 99％が再材料化されている．既往の舗装発生材の再材料化技術は，アスファルトの種類や劣化程度の

異なる多様な発生材を一様に破砕・分級することで，効率的に再生骨材を製造し，再材料化の促進に寄与して

きた．しかしながら，機械破砕や熱解砕では，骨材の細粒化や旧アスファルトの偏在などによる影響で再材料

化時における品質変動を避けることができず，再生加熱アスファルト混合物の配合設計を行う際は，旧アスフ

ァルトの針入度低下に伴って新アスファルトや再生添加剤での調整が必要であり，舗装発生材の状態によって

3～7 割程度の新規材料へ依存せざるを得ない現況にある．昨今における舗装材料の多様化を踏まえると，舗

装発生材の有効活用を進める上ではアスファルトと骨材を分別回収し，個別に再利用することが最も簡易で合

理的な方策と考えられる． 

本研究では加圧熱水を用いたアスファルト混合物の分別回収方法を提案し，再材料化システムとして応用の

可能性について実験的に検討した． 

２. 研究概要 

本研究では，図－１の圧力容器を使用し，125，150，175

及び 200℃の加圧熱水(飽和蒸気圧)中での攪拌によってア

スファルト混合物の分別回収を試みた．分別回収した骨材

は 3種類の粒度（13.2～2.36mm，2.36～0.6mm 及び 0.6～

0.15mm）に分級し，各粒度の骨材回収率と骨材に残存する

アスファルト含有率から，加圧熱水を用いたアスファルト

分離性能を検討した． 

 供試体は，密粒度アスファルト混合物(13)に対し，ポリ

マー改質アスファルトＨ型を被膜させた．また，1回の実

験には 1試料当たりの骨材質量を 1000g として，マーシャ

ル安定度試験用供試体と同形状に締固めた 3試料を供した．

なお，供試体の配合比は量を表－１に示すとおりである． 

骨材回収率は，配合時と試験後回収された骨材の質量比

から算出した．また，回収した骨材に残存するアスファル

ト含有率をソックスレイ抽出試験より測定し，各試験温度

及び処理時間（0min，30min，60min）におけるアスファル

ト混合物の分離性能を評価した． 

図－１ 試験用圧力容器 

表－１ 使用供試体 

材料名
６号
砕石

７号
砕石

砕砂 粗砂 石粉 As

配合比 36.0 21.0 33.0 5.0 5.0 5.5

単位（％）
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３. 加圧熱水のアスファルト分離性能評価 

３－１.骨材回収性能の評価 

各試験時間における各粒度の骨材回収率と処理時間の関

係を図－２～５に示す． 

試験温度 125℃及び 150℃では，処理時間 0 分から 30 分

にかけて回収率の増加傾向が確認された．一方，175℃及び

200℃では，処理時間 0 分から 125℃及び 150℃より，各粒

度において骨材回収率の向上が見られ，試験温度への依存

が確認された． 

粒度毎における骨材回収率を比較すると，粗骨材は，試

験温度 150℃及び 175℃，200℃の条件にて 8～9割の回収率

を得た．一方，細骨材は，試験温度 175℃及び 200℃の条件

にて 6～8割の回収率となり，骨材回収性能は骨材の粒径が

大きい程が高くなることが確認された．なお，合成粒度

(13.2～0.15mm)では，150℃30 分以降及び 175℃，200℃に

おいて 80％前後の骨材回収率が得られた． 

３－２.アスファルト含有率の比較 

 表－２に各粒度の回収骨材に残存するアスファルト含有

率を示す．13.2～2.36mm の回収骨材に残存するアスファル

トは，試験温度 150℃以上の条件でアスファルト含有率 1％

以下となる．一方，粒径の小さな細骨材は試験温度の上昇

及び処理時間の増加によって回収骨材に残存するアスファ

ルト含有量が低下する傾向となる．なお，合成粒度では，

80％前後の骨材回収率が得られた150℃30分以降及び175℃，

200℃において9割以上のアスファルトが分離されることが

確認された． 

４．まとめ 

 本研究から得られた知見を以下に示す． 

 骨材回収性能は骨材の粒径が大きい程が高くなること

が確認された． 

 回収骨材に残存するアスファルト含有率は，試験温度及

び処理時間に依存する． 

 加圧熱水を用いたアスファルト分別方法は，150℃30 分

以降及び 175℃，200℃の条件で骨材全体の 8割の骨材が

回収され，含有する約 9割のアスファルトが分離される． 

以上の結果を踏まえ，今後も加圧熱水を用いたアスファ

ルト分離性能の効率化及び分別回収された材料の循環利用

に向けた具体的な検討が必要である． 
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図－２ 骨材回収率（125℃） 

図－３ 骨材回収率（150℃） 

図－４ 骨材回収率（175℃） 

図－５ 骨材回収率（200℃） 

表－２ 残存するアスファルト含有率 
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